
 

 

 

                          平成１９年２月 

                          福島県生活環境部 

 

久慈川等１５河川については、「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和４６年環境庁

告示第５９号）、「環境基本法に基づく水質環境基準の類型指定及び水質汚濁防止法に基づ

く常時監視等の処理基準」（環境省）及び「類型指定を予定している水域（河川）の情報」

（資料１－２）に基づき、下表のとおり水域類型、達成期間及び環境基準点を定める。 

 

       表  水生生物の保全に係る水質環境基準の類型指定（案） 

（注）１ 水域類型の欄は、「水質汚濁に関する環境基準について」（昭和４６年環境庁告示第５９号）別表２の 

１（１）イに掲げる類型を示す。 

 

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称 

久慈川   生物Ａ イ 松岡橋、高地原橋 

小泉川   生物Ｂ イ 小泉橋、百間橋 

宇多川（松川浦の区域を除

く） 

生物Ａ イ 堀坂橋、百間橋 

真野川（真野ダムの区域を

除く） 

生物Ａ イ 落合橋、真島橋 

新田川   生物Ａ イ 木戸内橋、鮭川橋 

請戸川（大柿ダムの区域を

除く） 

生物Ａ イ 請戸橋 

高瀬川   生物Ａ イ 慶応橋 

木戸川   生物Ａ イ 長瀞橋、木戸川橋 

浅見川   生物Ａ イ 坊田橋 

夏井川   生物Ａ イ 北ノ内橋、久太夫橋、六十枚橋 

仁井田川  生物Ａ イ 松葉橋 

好間川   生物Ａ イ 岩穴つり橋、夏井川合流前 

藤原川   生物Ｂ イ 愛谷川橋、みなと大橋 

鮫川（高柴ダムの区域を除

く） 

生物Ａ イ 井戸沢橋、鮫川橋 

蛭田川（小塙橋より上流） 生物Ａ イ 小塙橋 

蛭田川（小塙橋より下流） 生物Ｂ イ 蛭田橋 

久慈川等に係る水生生物の保全に係る水質環境基準の 
水域類型指定（案） 

資料１－１ 



別表２の１（１）イ（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。 

    

基準値 項目 

類型 
水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 
該当水域 

生物Ａ 

 

イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物

及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/l以下 

生物特Ａ 

 

生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生

物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.03mg/l 以下  

生物Ｂ 

 

コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこ

れらの餌生物が生息する水域 

0.03mg/l 以下  

生物特Ｂ 生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生

物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.03mg/l 以下  

第１の2の

(2)により

水域類型ご

とに指定す

る水域 
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資料１－３
水生生物保全環境基準類型指定水域の概況

１ 久慈川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：松岡橋、高地原橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：松岡橋、高地原橋とも平成12､13年度に環境基準（2.0mg/l以下）を超過。
これ以降は両地点とも環境基準を達成。

ｐＨ、ＤＯ：両地点とも全ての年度で環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

平成16､17年度の平均値：松岡橋0.005、0.003mg/l、高地原橋0.004、0.004 mg/l
当水域内の４事業所の排水中の全亜鉛：0.01 mg/l未満～1.6 mg/lの範囲

（２）水温の状況
平均水温の平均値：松岡橋13.7℃、高地原橋13.6℃
最高水温の平均値：松岡橋24.0℃、高地原橋24.2℃

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 礫、砂が主体、一部が岩
（イ）平均流量 松岡橋2.67m /s、高地原橋9.81m /s3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
全域でヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息す

る水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名 称 水域類型 達成期間 環境基準点の名 称

久慈川 生 物Ａ イ 松岡橋、高地原橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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２ 小泉川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

小泉橋より上流：Ａ類型 環境基準点：小泉橋
小泉橋より下流：Ｃ類型 環境基準点：百間橋

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：小泉橋は平成 ～ 年度で環境基準を超過。百間橋は全ての年度で環境基12 16

準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：ｐＨは小泉橋で平成 年度に環境基準を超過。その他はｐＨ、ＤＯとも13

両地点で環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

平成16､17年度の平均値：小泉橋 、 ｌ、百間橋 、 ｌ0.005 0.004mg/ 0.007 0.006 mg/
当水域内の３事業所の排水中の全亜鉛： 未満～ の範囲0.01 mg/l 0.02 mg/

（２）水温の状況
平均水温の平均値：小泉橋 ℃、百間橋 ℃16.2 16.6
最高水温の平均値：小泉橋 ℃、百間橋 ℃27.7 29.7

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、砂が主体 百間橋付近は砂が主体

0.15m/s 0.57m/s（イ）平均流量 小泉橋 、百間橋3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
全域で冷水性の魚介類が確認されておらず、コイ等の温水性の魚介類が確認されている

ことから、温水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名 称 水域類型 達成期間 環境基準点の名 称

小泉川 生 物Ｂ イ 小泉橋、百間橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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３ 宇多川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

清水橋より上流：Ａ類型 環境基準点：堀坂橋
清水橋より下流：Ｂ類型 環境基準点：百間橋

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：堀坂橋、百間橋ともに全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：ｐＨは百間橋で平成 年度に環境基準を超過。その他はｐＨ、ＤＯとも16

両地点で環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

0.004 0.001mg/l 0.007 0.003mg/l平成16､17年度の平均値：堀坂橋 、 、百間橋 、
事業所排水中の全亜鉛に関する情報はなし。

（２）水温の状況
平均水温の平均値：堀坂橋 ℃、百間橋 ℃12.5 14.0
最高水温の平均値：堀坂橋 ℃、百間橋 ℃24.3 27.5

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 清水橋より上流 礫、石が主体、一部が岩

清水橋より下流 砂が主体
1.19m/s 1.81 m /s（イ）平均流量 堀坂橋 、百間橋3 3

（ウ）主な河川構造物 上流部に松ヶ房ダムが存在する。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）清水橋より上流

ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水
域に区分することが適当。

（イ）清水橋より下流
冷水性の魚介類であるカジカが確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する

水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。
なお、松川浦は、環境基準の類型指定にあたり海域として取り扱うため、今回の類型指定

の水域から除く。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

宇多川（松川浦の 生物Ａ イ 堀坂橋、百間橋
区域を除く ）。
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
１ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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４ 真野川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

桜田橋より上流：Ａ類型 環境基準点：落合橋
桜田橋より下流：Ｂ類型 環境基準点：真島橋

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：落合橋、真島橋ともに全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：落合橋、真島橋ともに全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
0.004 0.002mg/l 0.004 0.004mg/l平成16､17年度の平均値：落合橋 、 、真島橋 、

事業所排水中の全亜鉛に関する情報はなし。

（２）水温の状況
平均水温の平均値：真野ダム（ダム流入前）12.4℃、落合橋 ℃、真島橋 ℃13.8 14.8
最高水温の平均値：真野ダム（ダム流入前）24.4℃、落合橋 ℃、真島橋 ℃23.7 26.2

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 桜田橋より上流 岩、礫、砂が主体

桜田橋より下流 礫、砂、泥が主体
2.24m/s（イ）平均流量 落合橋 3

（ウ）主な河川構造物 真野ダムが存在する。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）桜田橋より上流

サクラマス等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息す
る水域に区分することが適当。

（イ）桜田橋より下流
サクラマス等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息す

る水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。
なお、真野ダムは、環境基準の類型指定にあたり湖沼として取り扱うため、今回の類型指

定の水域から除く。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

真野川（真野ダム 生物Ａ イ 落合橋、真島橋
の区域を除く ）。
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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５ 新田川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

新田橋より上流：Ａ類型 環境基準点：木戸内橋
新田橋より下流：Ｂ類型 環境基準点：鮭川橋

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：木戸内橋、鮭川橋ともに全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：木戸内橋、鮭川橋ともに全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
0.003 0.003mg/l 0.004 0.003mg/l平成16､17年度の平均値：木戸内橋 、 、鮭川橋 、

当水域内の３事業所の排水中の全亜鉛： ～ の範囲0.03 mg/l 0.14 mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：木戸内橋 ℃、鮭川橋 ℃13.7 14.4
最高水温の平均値：木戸内橋 ℃、鮭川橋 ℃25.3 25.7

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 新田橋より上流 岩、石、礫、砂が主体

新田橋より下流 礫、砂が主体
3.05m/s 4.43m/s（イ）平均流量 木戸内橋 、鮭川橋3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは存在しない。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）新田橋より上流

ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水
域に区分することが適当。

（イ）新田橋より下流
サクラマス等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息す

る水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名 称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

新田川 生物Ａ イ 木戸内橋 、鮭川橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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６ 請戸川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：請戸橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：請戸橋で全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：請戸橋で全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
平成16､17年度の平均値：請戸橋 、 、0.003 0.002mg/l

0.01 mg/l当水域内の１事業所の排水中の全亜鉛：

（２）水温の状況
平均水温の平均値：請戸橋 ℃14.5
最高水温の平均値：請戸橋 ℃24.5

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、砂が主体

8.63m/s（イ）平均流量 請戸橋 3

（ウ）主な河川構造物 大柿ダムが存在する。

（４）魚介類の生息の状況
ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水域

に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。
な お、 大柿 ダム は、環 境 基 準の 類型指定に あ た り湖 沼として取 り扱 う た め、

今 回の類型指定 の水 域から 除く。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の 名称

請戸川 （ 大 柿ダ ム の 生物Ａ イ 請戸橋
区域を 除く ）。
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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７ 高瀬川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：慶応橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：慶応橋で全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：慶応橋で全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
0.003 0.001mg//l平成16､17年度の平均値：慶応橋 、

0.09 mg/l当水域内の１事業所の排水中の全亜鉛：

（２）水温の状況
平均水温の平均値：慶応橋 ℃14.4
最高水温の平均値：慶応橋 ℃24.5

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、砂が主体

4.64m/s（イ）平均流量 慶応橋 3

（ウ）主な河川構造物 古道川ダムが存在する。

（４）魚介類の生息の状況
ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水域

に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の 名称

高瀬川 生物Ａ イ 慶応橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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８ 木戸川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：長瀞橋、木戸川橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：長瀞橋、木戸川橋ともに全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：ｐＨが木戸川橋で平成15年度に環境基準を超過。その他はｐＨ、ＤＯとも

両地点で環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

0.005 0.004mg/l 0.004 0.001mg/l平成16､17年度の平均値：長瀞橋 、 、木戸川橋 、
事業所排水中の全亜鉛に関する情報はなし。

（２）水温の状況
平均水温の平均値：長瀞橋 ℃、木戸川橋 ℃12.7 13.3
最高水温の平均値：長瀞橋 ℃、木戸川橋 ℃22.1 23.1

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、砂が主体

5.29 m /s 5.38m/s（イ）平均流量 長瀞橋 、木戸川橋3 3

（ウ）主な河川構造物 木戸ダムが建設中

（４）魚介類の生息の状況
ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水域

に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の 名称

木戸川 生物Ａ イ 長瀞橋、木戸川橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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９ 浅見川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：坊田橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：坊田橋で全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：ｐＨ、ＤＯとも坊田橋で全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
0.003 0.001mg/L平成16､17年度の平均値：坊田橋 、

事業所排水中の全亜鉛に関する情報はなし。

（２）水温の状況
平均水温の平均値：広野町水道取水点上流 ℃、坊田橋 ℃11.7 14.2
最高水温の平均値：広野町水道取水点上流 ℃、坊田橋 ℃19.4 24.9

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 岩、石、礫が主体

0.41m/s 0.59 m /s（イ）平均流量 広野町水道取水点上流 、坊田橋3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水域

に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の 名称

浅見川 生物Ａ イ 坊田橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１０ 夏井川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

好間川合流点より上流：Ａ類型 環境基準点：北ノ内橋、久太夫橋
好間川合流点より下流：Ｂ類型 環境基準点：六十枚橋

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：北ノ内橋、久太夫橋、六十枚橋とも全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：ＤＯは、北ノ内橋で平成 年度に環境基準を超過。その他はｐＨ、ＤＯ15

とも全ての年度で環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

平成16､17年度の平均値：北ノ内橋 、 、久太夫橋 、 、0.003 0.003 mg/l 0.003 0.001mg/l
0.004 0.002mg/l六十枚橋 、

当水域内の９事業所の排水中の全亜鉛： 未満～ の範囲0.01 mg/l 1.9 mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：北ノ内橋 ℃、六十枚橋 ℃12.3 13.6
最高水温の平均値：北ノ内橋 ℃、六十枚橋 ℃24.1 24.8

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 礫、砂が主体

2.51m/s 6.77m/s 13.97m/s（イ）平均流量 北ノ内橋 、久太夫橋 、六十枚橋3 3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）好間川より上流

ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されてていることから、冷水性の魚介類が生息する
水域に区分することが適当。

（イ）好間川より下流
冷水性の魚介類であるサケが確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水

域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

夏井川 生物Ａ イ 北 ノ 内 橋 、 久 太 夫 橋 、 六 十 枚
橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関
する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１１ 仁井田川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：松葉橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：松葉橋で平成 年度に環境基準を超過。それ以外の年度は環境基準を達成。13
ｐＨ、ＤＯ：ＤＯは、松葉橋で平成 、 、 年度に環境基準を超過。ｐＨは全ての14 15 17

年度で環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

0.003 0.003mg/l 0.003 0.005mg/l平成16､17年度の平均値：霞田橋 、 、松葉橋 、
当水域内の１事業所の排水中の全亜鉛： 未満0.01 mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：霞田橋 ℃、松葉橋 ℃15.1 14.4
最高水温の平均値：霞田橋 ℃、下流側の松葉橋 ℃24.5 26.0

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、砂が主体

0.62m/s 0.67m/s（イ）平均流量 霞田橋 、松葉橋3 3

（ウ）主な河川構造物 千軒平溜池がある。

（４）魚介類の生息の状況
ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水域

に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

仁井田川 生物Ａ イ 松葉橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１２ 好間川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

町田橋より上流：Ａ類型 環境基準点：岩穴つり橋
町田橋より下流：Ｂ類型 環境基準点：夏井川合流前

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：夏井川合流前で平成 、 年度に環境基準を超過。その他は両地点とも全年13 15

度で環境基準を達成。
、 、 。 、 、ｐＨ ＤＯ：ｐＨは 夏井川合流前で平成 年度に環境基準を超過 その他は ｐＨ13

ＤＯともに環境基準を達成。
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

0.002 0.002mg/l 0.004 0.003mg/l平成16､17年度の平均値：岩穴つり橋 、 、夏井川合流前 、
当水域内の４事業所の排水中の全亜鉛： ～ の範囲0.02 mg/l 0.06 mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：岩穴つり橋 ℃、夏井川合流前 ℃13.7 15.1
最高水温の平均値：岩穴つり橋 ℃、下流側の夏井川合流前 ℃23.8 26.2

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、砂が主体

1.41m/s 1.84m/s（イ）平均流量 岩穴つり橋 、夏井川合流前3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）町田橋より上流

ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水
域に区分することが適当。

（イ）町田橋より下流
冷水性の魚介類であるヤマメが確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する

水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

好間川 生物Ａ イ 岩 穴つり橋、 夏井川合流前
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１３ 藤原川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ａ類型 環境基準点：愛谷川橋、みなと大橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：愛谷川橋、みなと大橋ともに全ての年度で環境基準を達成。
ｐＨ、ＤＯ：ＤＯは、みなと大橋で平成 年度を除き環境基準を超過。その他は、15

ｐＨ、ＤＯともに環境基準を達成
（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

平成16､17年度の平均値：愛谷川橋 、 、島橋 、 、0.003 0.002mg/l 0.006 0.004mg/l
0.010 0.005mg/lみなと大橋 、

当水域内の１３事業所の排水中の全亜鉛： 未満～ の範囲0.01mg/l 0.46mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：愛谷川橋 ℃、みなと大橋 ℃17.8 16.7
最高水温の平均値：愛谷川橋 ℃、みなと大橋 ℃28.8 26.0

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 上流部は石、礫、砂が主体 下流部は砂、泥が主体

0.33m/s 11.22m/s（イ）平均流量 愛谷川橋 、みなと大橋3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
中流でヤマメの確認情報もあるが、平均水温が高く、フナ等の温水性の魚介類が上流か

ら下流まで確認されていることから、温水性の魚介類が生息する水域に区分することが適
当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水 域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

藤原川 生物Ｂ イ 愛谷川橋、 みなと大橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１４ 鮫川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

山田川合流点より上流：Ａ類型 環境基準点：井戸沢橋
山田川合流点より下流：Ｂ類型 環境基準点：鮫川橋

（イ）水質の汚濁の状況
ＢＯＤ：鮫川橋で平成 年度に環境基準を超過。それ以外は両地点とも環境基準を達13

成。
ｐＨ、ＤＯ：ｐＨ、ＤＯは、両地点とも全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
0.002 0.002mg/l 0.008 0.001mg/l平成16､17年度の平均値：井戸沢橋 、 、鮫川橋 、

当水域内の８事業所の排水中の全亜鉛： 未満～ の範囲0.01 mg/l 0.06 mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：鮫川橋 ℃14.6
最高水温の平均値：鮫川橋 ℃25.0

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 礫、砂が主体

6.40m/s 12.44m/s（イ）平均流量 井戸沢橋 、鮭川橋3 3

（ウ）主な河川構造物 高柴ダムが設置されている。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）山田川合流点より上流

ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水
域に区分することが適当。

（イ）山田川合流点より下流
冷水性の魚介類であるサケが確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水

域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。
なお、高柴ダムは、環境基準の類型指定にあたり湖沼として取り扱うため、今回の類型指

定の水域から除く。

水域の名 称 水域類型 達成期間 環境基準点の名 称

鮫 川 （ 高 柴 ダ ム の 生 物Ａ イ 井戸沢橋、鮫川橋
区域 を除く ）。
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関

する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。
２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１５ 蛭田川

（１）水質の状況
（ア）既存の環境基準類型指定状況

全域：Ｃ類型 環境基準点：小塙橋、蛭田橋
（イ）水質の汚濁の状況

ＢＯＤ：蛭田橋で平成 、 年度に環境基準を超過。その他は両地点とも環境基準を12 13
達成。

ｐＨ、ＤＯ：ＤＯは、蛭田橋で平成 年度に環境基準を超過。それ以降はｐＨ、ＤＯ13
とも両地点とも全ての年度で環境基準を達成。

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況
0.006 0.006mg/l 0.026 0.010mg/l平成16､17年度の平均値：小塙橋 、 、蛭田橋 、

当水域内の４事業所の排水中の全亜鉛： ～ の範囲0.02 mg/l 0.75 mg/l

（２）水温の状況
平均水温の平均値：小塙橋 ℃、蛭田橋 ℃14.3 16.7
最高水温の平均値：小塙橋 ℃、蛭田橋 ℃25.2 26.6

（３）水域の構造等の状況
（ア）河床材料 石、礫、泥が主体

0.41m/s 1.34m/s（イ）平均流量 小塙橋 、蛭田橋3 3

（ウ）主な河川構造物 ダムは設置されていない。

（４）魚介類の生息の状況
（ア）小塙橋より上流

ヤマメ等の冷水性の魚介類が確認されていることから、冷水性の魚介類が生息する水
域に区分することが適当。

（イ）小塙橋より下流
冷水性の魚介類が確認されておらず、ギンブナ等の温水性の魚介類が確認されている

ことから、温水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当。

（５）産卵場及び幼稚仔の生息の場に関する情報
特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足。

（６）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

蛭田川（小塙橋より上流） 生物Ａ イ 小塙橋

蛭田川（小塙橋より下流） 生物Ｂ イ 蛭田橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関
する環境基準について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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参考資料１－１

水生生物保全環境基準の類型指定についての検討経過

平成１９年２月９日

１ 類型指定の考え方について検討

「環境基本法に基づく水質環境基準の類型指定及び水質汚濁防止法に基づく常時監視
等の処理基準 （環境省 改訂）に示されている次の事項を検討。」 H18.6.30

① 水生生物の保全が必要な水域すべてを対象とする。

② 水質汚濁が進行するおそれのある水域などを優先する。
③ 一般項目の環境基準の類型指定がされている水域を優先する。 等

２ 類型指定を行うために必要な情報の把握

次の情報を収集するが、膨大な資料となることから、水域や方部ごとに優先順位を
つけて調査に着手 （平成１７年度～）。

① ＢＯＤ( )、ＤＯ( )、亜鉛濃度などの水質の状況生物化学的酸素要求量 溶存酸素

② 水温の状況
③ 河床の構造、ダムや堰の所在など水域の構造等の状況

④ 低温域、高温域を好む魚介類に分類した水生生物の生息状況
⑤ 産卵場(繁殖場)及び幼稚仔の生育場に関する情報 等

（ ）３ 類型指定について福島県環境審議会に諮問・審議 平成 年 月 ・ 日18 12 11 21
類型指定のために必要な情報収集の見通しがついた久慈川と浜通りの主要河川の計

１５河川について類型指定を諮問。
以下の事項について事務局から説明後、審議の結果、類型指定に係る河川ごとの検

討は第２部会に付託することを決定。
・水生生物に係る水質環境基準（水生生物保全環境基準）の詳細

・水生生物保全環境基準の設定の背景
・県内の河川における亜鉛濃度の現状 等

４ 福島県環境審議会の第２部会で審議 （平成１９年１月２６日）

久慈川と浜通りの計１５河川に係る情報に基づき、各河川ごとに指定する類型、達

成期間、環境基準点を検討。

５ 環境審議会における審議 （平成１９年２月９日）












